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研究の背景と目的
　我が国では2011年の東日本大震災で膨大な廃棄物が発生したことや最終処分場の残余量が減少していることなどを契機に，廃棄物の再生
利用が望まれている。一方で，焼却灰などの廃棄物には少なからず有害な重金属などが含まれており，再生利用後の一般環境中への拡散など
が懸念されるため，再生利用は消極的である。こうした問題を解決する手段の一つとして，重金属類を拡散しない形態にする不溶化剤が開発さ
れているが，不溶化の長期的な効果に関する検討は実時間での評価などがあまり行われていないこともあり，十分とは言い難い。そこで筆者ら
は，不溶化処理した再生資材からの長期的な重金属類の溶出特性に関する知見を獲得することを目的として，焼却主灰造粒固化物を対象に屋
外曝露試験や室内促進試験を実施した。

研究の成果と活用
　石巻の災害廃棄物処理で発生した焼却主灰に高炉セメントや硫酸鉄系の不溶化剤を添加して造粒固化したものを用いて，ワグネルポットに
詰め曝露試験を実施した。試験期間は現在で約4.5年であり，すべての重金属で基準値超過には至っていないが，一部の物質は試験経過に従
い溶出濃度が上昇する結果も得られ，使用する廃棄物や不溶化剤によっては長期的に重金属類の溶出濃度が上昇するリスクを事前に把握する
必要性が示唆された。今後は本実験で得られた長期的な物理化学特性の変化を短期間で評価する促進試験方法の確立に向け，さらに検討を
進めていく。

研究手法
　石巻の災害廃棄物処理で発生した焼却主灰に高炉セメント15％，硫酸鉄系不溶化剤2.5％を混合して造粒固化した試料を用いて，長期曝露
試験を実施しており，試料を浸透した雨水や試料そのものを採取して，それぞれの試験・分析に供した。浸出水は各重金属（Cr(Ⅵ), Pb, As, F, 
B）濃度やpHを分析し，固体試料は粒度分布の測定やXRDによるセメント水和物の同定を行った。また，曝露試験の結果生じた試料の細粒化
や中性化・炭酸化を短期間で再現することを目的として，粒度を調整した溶出試験や，強制的に二酸化炭素と接触させることで炭酸化を進行さ
せた溶出試験を実施した。
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曝露試験の状況
Exposure Test Specimens

曝露試験での浸出水中の重金属濃度の経時変化
Changes in Leaching Concentration of  

Heavy Metal with Exposure Age
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